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特集！中央特殊武器防護隊
～自衛隊最大の化学科部隊がさいたま市に所在～
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特集！中央特殊武器防護隊
北関東防衛局広報 第81号（₂）

化学科部隊の任務は？

化学科部隊の装備は？

核・生物・化学武器に対応する部隊

化学科部隊特有の特殊な装備の数々

　化学科部隊は、陸上自衛官の職種の一つである「化
学科」の隊員で編成された部隊であり、特殊武器いわ
ゆる核・生物・化学武器により攻撃された場合や原子
力災害などの特殊災害が発生した場合、被害状況の解
明及び汚染を除去することを主な任務とし、その他、
煙幕により敵の監視・観測を妨害する発煙や重要施設
及び装備品等を火災から守る消火活動を行います。
　化学科部隊の主な特殊災害に関する災害派遣活動に
ついては、平成７年３月20日、東京都内各所で発生
した「地下鉄サリン事件」の際、災害派遣命令を受け、
第１０１化学防護隊等が、地下鉄駅構内及び地下鉄車
両の除染を行いました。また、平成11年９月30日か
ら10月４日の間、茨城県東海村において発生した核
燃料施設の放射能漏れ事故に対し、第１０１化学防護
隊が、水戸日本赤十字病院等３カ所に除染施設を開設
しました。更に、平成23年３月11日から８月１日の
間、東日本大震災に起因する福島第１及び福島第２原
子力発電所の事故に際し、中央特殊武器防護隊等が日
本初となる原子力災害派遣活動を行いました。

　化学科部隊は、任務を遂行するために特殊な装
備品を保有しています。
①特殊武器に汚染された地域の偵察に使用される

「ＮＢＣ偵察車」は、有毒化学剤や生物剤の検知・
識別・採取、放射線強度の測定及び局地気象の観
測が可能で、これらの情報をリアルタイムで指揮
所や関係部隊に送信することができる化学科部隊
の最新鋭装備です。
②特殊武器により汚染された地域や施設及び部隊
の大規模な除染に使用される「除染車」は、大型
トラックの車体に除染装置を搭載したもので、除
染対象に応じて、前方スプレー、スプレーガン及
びシャワーパイプによって除染液を散布すること
が出来ます。
③防護マスクと併用して身体を完全に覆い、放射
性物質や有毒化学剤等から隊員を防護する「化学
防護衣」は、ゴム製で洗うことによって何度も使
用することが可能ですが、とにかく暑く夏場は大
変だそうです。

地下鉄サリン事件における車両の除染

福島第１原発における放水冷却

①ＮＢＣ偵察車

②除染車 ③化学防護衣
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中央特殊武器防護隊とは？

福島原発において災害派遣活動を実施

さいたま市に所在する自衛隊最大の化学科部隊

放射能に関する専門的知識があるので不安はありませんでした。

　中央特殊武器防護隊は、埼玉県さいたま市の陸上自衛隊大宮駐屯地に所在する自衛隊最大の化学
科部隊で、中央即応集団の隷下に属しており、他の化学科部隊にはない最新の装備品や高度な対処
機能をもって全国の部隊を支援する精鋭部隊です。
　この部隊の沿革については、昭和31年１月に「第３０１化学発煙中隊」として富士駐屯地（静
岡県駿東郡小山町）に新編され、昭和32年10月に大宮駐屯地（当時：埼玉県大宮市）に移駐、昭
和45年８月に「第１０１化学防護隊」、平成19年３月に「第１０１特殊武器防護隊」に改編し、平
成20年３月に現在の「中央特殊武器防護隊」となりました。
　中央特殊武器防護隊は、日々各種事態を想定した訓練を行うとともに、陸・海・空自衛隊や米軍
との共同訓練に参加して能力の維持・向上に努めています。また、自治体等が主催する防災訓練に
も積極的に参加しており、災害発生時に迅速に対応できるように関係機関との連携の強化にも努め
ています。

　東日本大震災における原子力災害派遣では、中央特殊
武器防護隊に各師団・旅団等の化学科部隊及び航空自衛
隊の大型破壊機救難消防車（空港用化学消防車）が配置
され「増強中央特殊武器防護隊」として、核燃料プール
への放水冷却や周辺地域における放射線量のモニタリン
グ等を行ったほか、自治体等と連携し県内各所に設けた
スクリーニング会場に、除染に備えて「除染所」を開設
しました。
　福島第１原子力発電所３号機へ冷却水を補充する任務
を命ぜられた中央特殊武器防護隊の濱本詳丈２等陸尉
に、当時の心境を聞いたところ、「私達は放射能に関す
る専門的な知識があり、何処までが安全で何処からが危
険なのか正確に把握していたため、不安はありませんで
した。」とのこと。濱本２尉は、この時、車両で移動中
に３号機の水素爆発に巻き込まれ、降ってきた建屋のコ
ンクリートの破片で右太股を負傷したそうですが、「そ
の時も冷静に対処しました。」と淡々と話してくれまし
た。危険な地域において命がけで任務を遂行する中央特
殊武器防護隊の隊員に頭が下がる思いです。

開設した除染所

立入制限区域活動部隊の離脱支援
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日米共同方面隊指揮所演習(ＹＳ－６７)
朝霞駐屯地でＹＳ－６７を実施

北関東防衛局もＹＳに参加！

　12月２日から15日までの間、陸上自衛隊朝霞駐屯
地（東京都練馬区）において、平成26年度日米共同
方面隊指揮所演習（ＹＡＭＡＳＡＫＵＲＡ６７）が行
われました。
　この演習は、日本への武力攻撃事態等を想定したシ
ナリオに基づき、陸上自衛隊と米陸軍等が、共同対処
する場合の指揮幕僚活動をコンピュータ・シミュレー
ションにより訓練するもので、日米共同訓練として最
大規模の指揮所訓練であり、日米の相互理解と意思疎
通を深め、相互運用性を向上させるための最も重要な
訓練です。なお、「ＹＡＭＡＳＡＫＵＲＡ」については、
在日米陸軍のシンボルである富士山「ＹＡＭＡ」と陸
上自衛隊のシンボルである桜「ＳＡＫＵＲＡ」に由来
しています。
　今回のＹＳ－６７には、日本側から東部方面隊を
始め各方面隊、中央即応集団、通信団、海上自衛
隊、航空自衛隊、北関東防衛局、南関東防衛局等の約
４千５百名、米側から米太平洋陸軍司令部、第１軍団、
在日米陸軍司令部、米海兵隊、米海軍、米空軍等の約
２千名が参加しました。

　北関東防衛局は、12月２日に、朝霞駐屯地内に
現地対策本部を設置、また９日には、さいたま新都
心の局庁舎内にレスポンスチームを編成し、期間中
に約70名の職員が訓練に参加しました。
　ＹＳ－６７開始に先立ち行われた「北関東防衛局
ＹＳ－６７編成完結式」では、渡邉一浩局長から、
①作戦間における米軍行動関連措置法に基づき措置
する防衛局の業務要領の明確化、②継戦能力の保持、
③北関東防衛局職員としての誇りを持ち最大限の実
力発揮との３点の指示が出されました。これを踏ま
え地方防衛局の主要な役割である土地の提供、物品・
役務の調達、更には地方公共団体との連絡調整業務
等を、総合訓練の期間中、昼夜を問わず実施しまし
た。
　今回の訓練で地方防衛局が担うべき役割は幅広
く、主体的に解決すべき新たな課題も認識されたこ
とから、今後、北関東防衛局として課題の検討を深
化させ、大規模震災等の不測事態に対応するための
措置等にも反映させるとともに、他の地方防衛局と
も問題認識等を共有するように考えています。
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医学情報史料室「彰古館」～東京都世田谷区～
幕末期以降の軍事医療の史料を収集・展示

歴史的価値の高い貴重な展示品の数々

　「彰古館（しょうこかん）」は、陸上自衛隊三宿駐
屯地（東京都世田谷区）に所在する陸上自衛隊衛生
学校に設置されており、沿革については、昭和31
年１月、陸上自衛隊衛生学校教育部教育課に設置さ
れた「参考品展示室」を母体として、かつて軍陣医
学と呼ばれていた軍事医療の史料を収集・展示して
いる全国でも珍しい医学情報史料施設です。
　主な収蔵品は、明治４年の海陸軍軍医療時代から、
陸軍軍医学校に改編した明治19年以降の日清戦争、
日露戦争、第一次世界大戦など、各戦役の陸軍衛生
史、各衛生機関、部隊の作成した報告書、陸軍医学
会誌、その他教範類を所蔵しています。また、一般
的な医学史料としては、明治初年以来の各国の様々
な分野における史料や器材が多数収集されていま
す。
　これらの史料は、自衛隊衛生科職種の医官、薬剤
官、看護官、臨床検査技師、救急救命士などの他、
各職種の自衛官の教育資料として整備されたもので
すが、その一部を一般公開しており、年間約700人
の医療従事者、研究者、学生などが訪れています。

　彰古館で、特に歴史的価値の高い貴重
な展示品は、①明治４年当時、東京府に
４台しかなかったという貴重な英国製の

「顕微鏡」、②Ｘ線発見４年後の明治31
年、芳賀軍医がドイツで私費購入し軍医
学校に寄贈した「臨床用X線装置」、③
明治39年、「両手を無くした負傷兵に煙
草を吸わせてやりたい」と乃木希典陸軍
大将自ら考案して自費で配布した「乃木
式義手」、④日本最後の刀の戦争といわ
れる「神風連の乱刀創図」、⑤関東軍防
疫給水部隊７３１部隊長の石井四郎が軍
医学校防疫学教室長の時に開発した「医
療用石井式濾水機」があります。

彰古館の開館は、平日の9:00 ～ 16:00（土
日、祭日を除く）です。見学希望の方は、
２週間前までに陸上自衛隊衛生学校広報室

（ ℡03-3411-0151内 線2211） に 連 絡
し予約して下さい。

①顕微鏡

③乃木式義手

④神風連の乱刀創図

②臨床用Ｘ線装置

③乃木式義手

⑤医療用石井式濾水機
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　北関東防衛局は、「日米交流音楽会 JAPAN-U.S.JOINT CONCERT in 福生」を以下のと
おり開催します。

問い合わせ先：北関東防衛局企画部地方協力基盤整備課 ☎048-600-1800（内線2262）

開催日時：平成27年２月15日（日）開演14：00（開場13：00）
開催場所：福生市民会館大ホール（東京都福生市福生2455番地）
出 演 者：【日本側】ハイブリッド ジャズ オーケストラ、諏訪神社 宮澤太鼓
　　　　　【米国側】米国空軍太平洋音楽隊－アジア“パシフィック・ショーケース”
　　　　　　　　 　横田サムライ太鼓

第３０回防衛問題セミナー
テーマ「米軍の国際人道支援活動」

　１月30日（金）、「稲城市立ｉプラザホール」
（東京都稲城市）において、米軍の国際人道
支援活動をテーマとした「第30回防衛問題
セミナー」が北関東防衛局の主催及び稲城市
の後援で開催されました。
　セミナーは、最初に渡邉北関東防衛局長、
髙橋稲城市長、第３７４空輸航空団副司令官
ルークス大佐による挨拶が行われました。
　続いて、第１部として、横田基地の概要説
明の後、米軍の国際人道支援活動について講
演が行われ、横田基地の輸送機が、ミクロネ
シアの島々へ生活物資等を投下する「クリス
マス・ドロップ作戦」及び「横田基地の災害
救助訓練」について、スライドやビデオによ
り説明が行われました。
　第２部として、米国空軍太平洋音楽隊－ア
ジアの「パシフィック・ショーケース」によ
るコンサートが行われ、会場は大いに盛り上
がりセミナーは終了しました。

日米交流音楽会in福生のお知らせ


